
令和5年度弥五郎どん祭奉賛弓道大会   
   男子団体優勝 　2年 坂井 悠浬　2年 林 秀一　  2年 濱岡 佳輝 
   男子団体準優勝 2年 猜野 一心　2年 岩下 輝哉　2年 藏坪 優翔 
   男子個人優勝　 2年 濱岡 佳輝   
  男子個人準優勝 2年 林 秀一  
   男子個人3位    2年 藏坪 優翔 
 

〔前会長から新会長へ〕 Ｒ５中学生の「税についての作文」コンクール 
 生徒会長 稲付菜々子     全国納税貯蓄組合連合会会長賞　3年 大山 陽向 
 副 会 長 上迫昇太郎     大隅税務署長賞          　　  3年 加世田莉紗 
 副 会 長 加藤　駿翔  
 書  　記 佐々木莉愛 第66回県児童生徒作文コンクール　市審査会 

     特選  3年 濱屋 桜羽   入選　3年 竹井野乃花 
 
令和５年度志布志市理科作品審査会　研究記録の部 
     特選　1年 黒　咲那   　2年 上迫昇太郎 
     入選  1年 上野　綾夏   1年 土橋まゆり 
           2年 上杉ゆりあ   2年 篠田 彩香 
           2年 平川 美佑    3年 土橋ゆめの 
 
「第15回かごしまジュニア検定」　合格 
　　　2年 川畑 早彩　 　2年 吉永 結愛 
  　  3年 下戸 良佑  　 3年 平井 優心 
   　 3年 生重慣太郎

人に従う、ではなくルールやマナーを守る 

 

校　長　勝田　隆志　 

 

　人間の心理として、自分だけで責任を負いたくなかったり、自分の言葉で相手に説得する自信がなかっ

たりすると、つい他者を持ち出し力を借りることがあります。「みんなそう言っている」とか「ほら、○

○さんから怒られるでしょ、だからやめなさい」とつい言ってしまう。これを責任転嫁といいますが、こ

んな例があります。 

　電車の中で我が子が大騒ぎ。向かいに座っている強面のおじさんがじーっとにらんでいます。その時「ほ

ら、おじさんに怒られるから静かにしなさい」と叱る保護者。他にも、言うことを聞かない我が子に「な

んで言うことを聞かないの、お父さんが帰ってきたら叱ってもらうからね」と父親の力を借りて叱る。「学

校ではちゃんとしているらしいね、先生に連絡して先生から叱ってもらうから」と先生の力を借りて叱る。

これらは責任転嫁した叱り方と言っていいでしょう。我が子への伝え方が親自身の言葉になっていない、

これでは親としての信頼度が失墜してしまいます。 

　我が子がなかなか言うことを聞かないとき、つい他者の大きな力を借りたくなります。分かります。私

自身の子育てを振り返ってみても、言ういうことを聞かない我が子に対し、つい祖父や祖母、サンタさん

まで登場させ、その力を借りて叱っていた時期もありました。上記の電車の中の事案で例えれば、「多く

の人が使う電車の中では周りに迷惑をかけず静かにするのがルールよ、守れないなら電車に乗らず歩かな

ければならないの」など、親自身が自分の言葉に自信をもって子どもに教える方が適切であると思います。

もちろん、他者とも上手く連携しながら子どもに指導することも、状況によっては当然必要であることは

ご承知の通りです。 

　また、褒めることについては、その場にいなかった人からもどんどん褒めてあげるべきです。例えば、

遅くに帰ったお父さんから「夕飯を残さず食べたんだね、お母さんから聞いたよ、偉いぞ」「時間になっ

たらお母さんから言われる前に自分からスマホをやめて勉強を始めたんだ

ってね、感心だったなあ」「担任の先生から最近遅刻しなくなったと聞いた

ぞ、その調子だ、がんばれ！」など。子どもはとても嬉しいものです。 

　しつけとは人に従わせるのではなく、ルールに従わせることだと思いま

す。そしてマナーを守る大切さを教えることです。「怒られるからやめなさ

い」だと、「怒られなければ何をやってもいい」となってしまいます。他者

を持ち出しての指導ではなく、我が子の自立のために、親として世の中の

ルールやマナーの大切さを教えていきたいですね。ねばり強く・・・。 

　さて、第７７回文化祭は、多くの保護者や地域の方々、学校運営協議会員の皆様に生徒たちの学習の成

果や頑張りを見ていただきました。生徒の鑑賞態度や生徒の劇や弁論、展示発表等について様々なご意見

（うれしい感想、ごもっともな指摘ほか）をいただきました。今後に生かしたいと考えております。当日

は、生徒への激励や声かけをいただきまして誠に有り難うございました。

 有明中学校　 学校だより            　　　〔有明中学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ〕 
 

 　公孫樹　　令和５年11月号　 

い ち よ う

お め で と う ！ ！11 月 ９日（木 ）後期生 徒総会

11 月 8 日(水)市音楽発表会

10 月 31 日 (火 )　第 77 回有明中学校　文化祭

　第 77 回文化祭では，１年生は郷土に関すること，２年生は平和に

関すること，３年生は進路選択に関することをテーマにして，舞台発

表をしました。また，箏の演奏、英語での発表、弁論発表など堂々と

発表しました。展示発表では，職場体験，モザイクアート，戦争，郷

土についてテーマ毎に調べたことを発表しました。　

 

 

11 月 21 日 (火 ) 第２回教育相談（～28日）テスト対策時間 

11 月 24 日 (金 ) 試験前部活動停止（～30日） 

11 月 28 日 (火 ) 三校PTA(会場：有明小) 

11 月 29 日 (水 ) 学期末テスト（～12/1） 

12 月  1 日 (金 ) 薬物乱用防止教室（講師：宮崎ダルク） 

12 月  3 日 (日 ) 有明ブロックレクリエーション大会 

12 月  3 日 (日 ) ANYTHING GOES FESTIVAL 2023 

12 月  4 日 (月 ) 人権週間（12/4～12/10） 

12 月  9 日 (土 ) 校内駅伝大会　１・２年学級PTA 

12 月 11 日 (月 ) スクールカウンセラー面談日（9:00～12:00） 

12 月 12 日 (火 ) ２年生出前授業(3～6校時) 

12 月 14 日 (木 ) 第１回PTA選挙管理委員会（19:00～） 

12 月 15 日 (金 ) 法教育授業（6校時　講師：内藤弁護士） 

12 月 16 日 (土 ) 志学教室（夢プロジェクトⅡ） 

12 月 18 日 (月 ) いじめアンケート 

12 月 21 日 (木 ) 生徒会専門部会 

12 月 22 日 (金 ) 終業式　大掃除　相互点検 

12 月 25 日 (月 ) 鹿児島県いじめ防止子どもサミット 

12 月 28 日 (木 ) 仕事納め                       上記答【②】

11 月 11 日(土)１年職業講話

　自衛官，株式会社上組，共進

測量設計，（株）吉川農産から講

師をお招きし，講話をしていた

だきました。 
〔生徒の感想〕僕は，農家に興

味を持ちました。自分で会社を

作り，いろんな食べ物を売った

りして，頑張ったからこそ，こ

ういう仕事ができるんだなぁと

思いました。自分も農業をしよ

うと思いました。（１年男子）

　後期生徒総会で新生
徒会が活動を始めまし
た。 
  新生徒会スローガン
は，「凡事徹底～笑顔の
挨拶を～」です。朝し
っかりと挨拶をするこ
とで学校のリズムが整
えられ，当たり前のこ
とを当たり前にできる
ようにという思いが込
められています。

　市音楽発表会に，昨年は有志でアルトリ

コーダーアンサンブルで参加しましたが，

今年は１学期の合唱コンクールで最優秀賞

に輝いた３年 B 組が有明中を代表して参

加しました。合唱曲「この星に生まれて」

を披露しました。放課後などを使って限り

ある時間の中でよく取り組み，本番は，堂

々と自分たちを表現しました。

第15回かごしまジ
ュニア検定（令和
５年度） 
試験問題 14番　 
「大造じいさんと
ガン」で知られ，
県立図書館長も務
めた作家はだれで
すか。 

 ①林芙美子
 ②椋鳩十

③海音寺潮五郎


